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西
日
本
豪
雨
で
被
災
さ
れ

た
方
々
に
心
か
ら
お
悔
や
み

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

二
〇
一
七
年
度
の
「
畳
堤

を
守
る
会
」
の
活
動
を
振
り

返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

春
と
秋
の
畳
堤
ピ
ク
ニ
ッ

ク
は
、
畳
堤
周
辺
の
除
草
作

業
を
行
い
、
畳
堤
沿
い
の
ウ

オ
ー
ク
、
気
持
ち
良
い
汗
を

流
し
、
船
倉
公
園
の
木
陰
に

お
い
て
、
み
ん
な
で
食
べ
た

美
味
し
い
お
弁
当
は
忘
れ
が

た
い
も
の
で
し
た
。 

次
に
、「
延
岡
市
防
災
フ
ェ

ス
タ
」
は
、
毎
年
、
消
防
本

部
の
駐
車
場
を
会
場
に
、
国
、

県
、
市
の
防
災
関
係
機
関
や

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

企
業
等
も
参
加
す
る
盛
大
な

イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

二
〇
一
七
年
も
当
会
は

二
テ
ン
ト
を
確
保
し
、
土
木

遺
産
や
石
像
関
係
な
ど
の

写
真
を
展
示
し
、
畳
堤
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
エ
ン
ド
レ
ス
で
流
す

な
ど
、
啓
発
活
動
に
努
め
ま

し
た
。 

ま
た
、
今
回
初
め
て
の
試

み
だ
っ
た
の
で
す
が
、
風
雨

の
中
で
畳
堤
に
畳
を
差
し

込
む
等
身
大
の
石
像
（
北
町

設
置
）
を
Ａ
４
の
普
通
紙
に

ぬ
り
絵
化
し
＝
写
真
＝
、
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
色
鉛

筆
や
ク
レ
ヨ
ン
で
塗
っ
て
も

ら
い
、
完
成
し
た
作
品
を
会

場
内
に
展
示
し
ま
し
た
。
参

加
者
が
多
く
、
子
ど
も
た
ち

の
喜
ぶ
笑
顔
が
印
象
的
で
勇

気
と
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。 

一
方
、
子
ど
も
た
ち
に
、

背
中
に
「
畳
」
と
書
い
た
ハ

ッ
ピ
を
着
て
も
ら
い
「
実
物

大
の
畳
堤
に
畳
を
入
れ
る
作

業
」
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
の
姿
を
両
親
は
頼

も
し
そ
う
に
ス
マ
ホ
で
写
真

を
撮
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

子
ど
も
を
愛
お
し
む
姿
を
見

て
い
る
と
、
将
来
消
防
士
を

め
ざ
す
子
ど
も
が
増
え
て
い

く
だ
ろ
う
と
確
信
し
た
次
第

で
す
。 

さ
ら
に
、
紙
芝
居
「
畳
で

街
を
守
っ
た
お
話
」
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
「
萌
ぎ
の
会
」

の
方
に
読
み
聞
か
せ
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

た
く
さ
ん
の
親
と
子
が

興
味
深
く
紙
芝
居
を
聴
い

て
く
だ
さ
り
、
大
好
評
で
し

た
。
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
紙
芝

居
を
何
回
も
読
み
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
「
萌
ぎ

の
会
」
の
皆
様
に
心
か
ら
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

八
月
四
日
（
金
）
の
橋
の

日
は
午
前
五
時
半
に
北
町
の

石
像
の
あ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

前
に
集
合
し
、
そ
の
周
辺
を

清
掃
、
そ
の
後
安
賀
多
橋
下

で
橋
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
の

人
々
と
合
流
し
、
川
へ
の
神

事
や
清
掃
に
参
加
い
た
し
ま

し
た
。 

橋
の
日
の
参
加
者
は
年
々

増
え
、
全
国
的
に
広
が
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

畳
堤
は
大
事
な
土
木
遺
産

で
す
。
最
近
で
は
異
常
気
象

に
よ
り
集
中
豪
雨
が
発
生
し

川
の
氾
濫
が
様
々
な
地
域
で

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
減
災
、

防
災
と
し
て
モ
バ
イ
ル
レ
ビ

ー
（
可
搬
式
特
殊
堤
防
）
も

評
価
さ
れ
て
い
る
今
こ
そ
、

実
際
に
畳
堤
の
活
用
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。 

今
年
も
皆
様
と
一
緒
に
畳

堤
を
守
っ
て
い
き
ま
す
の
で

ご
協
力
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

会
長 

木
原 

万
里
子 
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の
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発
に
思
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今
こ
そ
畳
堤
の
活
用
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全
国
水
防
管
理
団
体
連
合
会

（
脇
雅
文
会
長
）
の
「
平
成
三
十

年
度
全
国
水
防
大
会
」
が
四
月
二

十
六
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
砂

防
会
館
で
開
か
れ
、
当
会
の
上
田

耕
市
副
会
長
が
、
全
国
の
水
防
関

係
者
を
前
に
意
見
発
表
し
ま
し

た
。 

 

同
連
合
会
は
都
道
府
県
と
全

国
の
水
防
管
理
団
体
で
組
織
さ

れ
て
お
り
、
大
会
は
年
一
回
、
水

防
功
労
者
の
表
彰
や
前
年
度
に

国
内
で
発
生
し
た

災
害
の
情
報
共
有

な
ど
を
目
的
に
開

か
れ
て
い
ま
す
。

外
部
か
ら
の
発
表

者
は
当
会
の
み
。

国
交
省
延
岡
河
川
国
道
事
務
所
か

ら
の
推
薦
で
発
表
を
依
頼
さ
れ
ま

し
た
。 

 

石
井
啓
一
国
土
交
通
大
臣
も
臨

席
し
て
の
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
消

防
団
や
消
防
団
員
対
象
の
水
防
功

労
者
表
彰
が
あ
り
、
表
彰
を
受
け

た
鳥
取
市
消
防
団
が
体
験
談
を
話

し
た
後
、
上
田
副
会
長
が
登
壇
し

ま
し
た
。 

 

タ
イ
ト
ル
は
「
未
来
に
つ
な
ぐ

『
畳
堤
』
の
教
え
」。
国
交
省
延
岡

河
川
国
道
事
務
所
の
方
が
、
五
ケ

瀬
川
に
畳
堤
が
造
ら
れ
た
理
由
、

畳
堤
の
仕
組
み
、
当
会
の
活
動
内

容
な
ど
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く

ま
と
め
た
資

料
を
作
っ
て

く
だ
さ
っ
て

お
り
、
そ
れ

を
見
せ
な
が

ら
説
明
し
ま

し
た
。 

 

十
五
分
間

と
い
う
時
間

制
限
が
あ
る

中
、
最
初
は

機
械
が
う
ま

く
作
動
せ
ず
五
分
超
過
し
た
も
の

の
、
関
心
を
持
っ
て
聴
い
て
く
れ

て
い
る
こ
と
が
、
上
田
副
会
長
に

も
伝
わ
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。 

 

「
当
時
の
人
々
が
、
畳
で
自
分

た
ち
の
町
を
守
る
と
い
う
こ
と
を

考
え
て
実
現
し
た
こ
と
の
素
晴
ら

し
さ
、
現
在
も
そ
れ
が
残
っ
て
い

て
暮
ら
し
に
溶
け
込
ん
で
い
る
こ

と
、
先
人
が
残
し
た
も
の
の
上
に

私
た
ち
の
暮
ら
し
が
あ
る
こ
と
な

ど
を
話
し
ま
し
た
。
畳
堤
だ
け
で

な
く
延
岡
と
い
う
町
全
体
に
つ
い

て
も
し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
で
き
た

と
思
い
ま
す
」
と
上
田
副
会
長
。 

 

大
会
は
そ
の
後
、
減
少
し
て
い

る
水
防
団
員
の
確
保
対
策
と
し
て

手
当
の
増
額
な
ど
具
体
的
な
措
置

を
講
じ
る
、
水
害
危
険
性
の
周
知

の
取
り
組
み
を
促
進
す
る
た
め
の

技
術
的
・
財
政
的
支
援
な
ど
を
国

会
や
政
府
に
要
望
す
る
こ
と
を
決

議
し
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 

□ 
 
 

□ 
 
 

□ 

左
ペ
ー
ジ
は
、
国
交
省
延
岡
河
川
国

道
事
務
所
が
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た

発
表
資
料
（
全
十
一
枚
）
の
一
部
で

す
。
改
め
て
勉
強
に
な
り
ま
す
の
で

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

畳
堤
周
辺
の
除
草
や
清

掃
活
動
は
、
二
〇
一
七
年

度
は
、
四
月
二
十
九
日
と

十
月
二
十
三
日
の
「
畳
堤

ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
、
八
月
四
日

の
橋
の
日
、
八
月
二
十
七

日
の
県
下
一
斉
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
日
に
行
い
ま
し
た
。

右
の
写
真
は
今
年
七
月
十

六
日
、
京
都
大
学
防
災
研

究
所
の
中
川
一
所
長
ら
リ
バ
ー
テ

ク
ノ
研
究
所
の
方
々
が
八
月
三
日

に
視
察
に
来
ら
れ
る
の
を
前
に
行

っ
た
も
の
で
す
。 

全
国
の
水
防
関
係
者
に
畳
堤
を
紹
介 

 
 

延
岡
の
Ｐ
Ｒ
も
し
っ
か
り 

 

 

全国の水防関係者が一堂に集った会場（写真上）で発表した上田副会長 

畳堤清掃、維持活動 
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国
交
省
延
岡
河
川
国
道
事
務
所
、

北
町
区
、当
会
の
３
者
で
企
画
編
集

し
、国
交
省
が
平
成
十
五
年
に
発
行

し
た
畳
堤
紹
介
冊
子「
畳
で
街
を
守

る
」
は
現
在
、
第
２
版
の
発
行
準
備

が
進
ん
で
い
ま
す
。新
情
報
の
追
加

や
校
定
作
業
に
当
会
も
協

力
し
ま
し
た
。
間
も
な
く
発

行
予
定
と
の
こ
と
で
す
。 

 

畳
堤
の
イ
ン
フ
ラ 

カ
ー
ド
を
発
行 

 
 
 
 
   

国
交
省 

 

と
に
か
く
集
め
る
こ
と
が
好

き
！ 

と
い
う
人
の
間
で
今
、「
イ

ン
フ
ラ
カ
ー
ド
」
が
人
気
だ
そ
う
で

す
。
全
国
の
公
共
機
関
が
、
そ
の
地

域
の
橋
、
道
路
、
ダ
ム
、
マ
ン
ホ
ー

ル
な
ど
の
写
真
と
解
説
文
を
印
刷

し
て
発
行
し
て
い
る
カ
ー
ド
で
す
。 

国
交
省
九
州
地
方
整

備
局
も
六
十
五
施
設

の
カ
ー
ド
を
発
行
し
、

そ
の
一
つ
に
畳
堤
が

採
用
さ
れ
ま
し
た
＝

写
真
上
。
延
岡
河
川
国

道
事
務
所
、
同
延
岡
出

張
所
、
リ
バ
ー
パ
ル
五

ヶ
瀬
川
で
配
布
し
て

い
る
そ
う
で
す
。 

イ
ン
フ
ラ
カ
ー
ド
の
本
来
の
目
的
は
そ
の
施

設
の
周
知
で
す
が
、
観
光
振
興
の
一
助
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
コ
レ
ク
タ
ー
が
カ
ー
ド
を
ゲ
ッ

ト
す
る
た
め
に
延
岡
に
来
て
、
畳
堤
に
足
を
運
ん

で
く
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。  

 

防
災
フ
ェ
ス
タ
に
参
加 

 

右
の
２
枚
の
写
真
は
、
延
岡

市
防
災
フ
ェ
ス
タ
で
当
会
が
行
っ
た
紙
芝
居
と
畳
入
れ
の
様
子
で

す
。
詳
し
く
は
表
紙
の
会
長
あ
い
さ
つ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。 

（編集後記） 西日本豪雨は、200 人以上もの命を奪う大災害

となりました。 

気象庁の統計によると、期間中の 48 時間で降水量が最も多

かったのは、高知県馬路村魚梁瀬（やなせ）の 1025mm ですが、

ここはもともと雨の多い地域で、2011 年７月には１日に 851･

5mm が降った記録があります。年間降水量の平年値は 4107･

9mm で、延岡（2292･1mm）の 1･8 倍です。 

 一方、岡山県倉敷市の最大 48 時間降水量は 270･5mm と、延

岡市民からみると少ない印象ですが、倉敷市にとっては観測

史上最大でした。平成の大合併で倉敷市となった真備町では

51 人が亡くなりました。 

 今回の豪雨では、平年降水量の少ない地域で被害が大きか

った印象があります。倉敷市の年間降水量は 1028･6mm で、延

岡の 45％しかありません。降水量の多い地域ではそれだけ長

く洪水と闘ってきた歴史があり、堤防などの水防施設が充実

しているということでしょう。 

 事実、当会が一昨年視察した長良川の流れる岐阜県のうち

下呂市では１時間 108mm、美濃市では同 83mmという猛烈な雨

が降り、郡山市では 48 時間雨量が全国４位の 683mm に達しま

した。それでも死者は岐阜県内で１人にとどまりました。亡

くなった方は、車が用水路に転落したとのことです。 

 視察した際、長良橋には、普段は通行のために開けていて

出水時に閉める「陸閘（りっこう）」という大規模な水防施設

があることを学びました。下の写真は、視察の時にもらった

パンフレットの一部です。西日本豪雨では、この陸閘を 14 年

ぶりに閉めたというニュースが流れていました。長良川の畳

堤があるのは、そのすぐ下流です。ちなみに、岐阜市の年間

降水量は 1827･5mm で、延岡市の 80％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 真備町では、足腰が悪くて２階や屋根に逃げられなかった

高齢者が多く亡くなったそうです。地球温暖化で豪雨の発生

が頻繁になっており、延岡もこれまでの記録を超える雨にい

つ襲われるか分かりません。その時、畳堤によって高い防災

意識が培われていたからこそ、的確に早めの避難ができたの

だ、と言われるようにしたいものです。 

「
畳
で
街
を
守
る
」
改
訂
中 

 

 

発
行 

五
ヶ
瀬
川
の
畳
堤
を
守
る
会
（
事
務
局
）
〒
八
八
二―

〇
〇
六
三 

宮
崎
県
延
岡
市
古
川
町
七
四
番
地
一 

社
会
福
祉
法
人
光
紀
会
ひ
か
り
工
房
内 

℡
〇
九
八
二(

三
四)

一
三
八
九 

 

 

 


